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【第一章 緒言】 

 ２０１０年日本代表は南アフリカワールドカップでグ

ループリーグを突破した。２００２年日韓大会以来の快

挙にサッカー日本代表は日本国民の注目の的となった。 

このワールドカップから約半年後、１２月３日は２０１

８年、２０２２年大会の開催地が発表される日であった。

日本は２０２２年の開催地に立候補していた。結局最終

候補地にまで残り私はあの日本中が盛り上がったワール

ドカップが日本で開催されるのではという期待に満ち溢

れていた。 テレビの前で開催地発表の瞬間を待ってい

たが、放送時間の問題からか発表の瞬間が放送されるこ

とはなかった。 大会中には５７．３％(日本―パラグア

イ戦)の高視聴率を獲得し国民の関心も高いものであっ

た。それほど関心の高い大会がもしかしたら日本で開催

されるかもしれない、その決定の瞬間がテレビで放送さ

れなかったことは非常に残念に思えた。Ｊリーグは１０

０年構想の中に“イレブンミリオンプロジェクト”を盛

り込んでいる。これは２０１０年に観客動員数１１００

万人を目指すものであったが、２０１０年の観客動員数

は８６４万５７６２人となりこのプロジェクトは失敗に

終わってしまった。ワールドカップ中にあれだけ盛り上

がりを見せた日本のサッカー界がこの目標を達成できな

かったのは非常に残念である。 

本研究はイレブンミリオンプロジェクトがなぜ達成さ

れなかったのか。またこれからＪリーグの観客動員数を

増加させるためには。この２点をＪリーグの現状と観客

動員数がＪリーグよりも多いブンデスリーガ(ドイツ)、プ

レミアリーグ(イングランド)、リーガエスパニョーラ(ス

ペイン)と比較、研究していきたいと思う。 

【第二章 Ｊリーグ】 

 Ｊリーグが生まれたのは１９９３年だった。初年度の

総入場者数は５３３３４５人で今と比べると寂しい数字

ではある。しかしながら現在と比べると大きなキャパシ

ティのスタジアムがなかったためこの数字は妥当といえ

るだろう。 Ｊリーグバブルと言われるほどＪリーグの

人気は高まりをみせた。しかしながら平成不況の影響も

あり徐々に人気は低迷してしまう。その人気低迷を打ち

破ったのが２００２年に日韓共同で開催されたワールド

カップだろう。２００２年に初めて観客数の総計が６０

０万人台を突破しそれ以降増加の傾向を見せた。日韓ワ

ールドカップがＪリーグに与えた影響はとても大きなも

のであった。 

【第三章 浦和レッドダイヤモンズ】 

 浦和レッズはＪリーグ創設時から存在するいわゆるオ

リジナル１０と言われているクラブの１つである。１９

９３年のＪリーグ開幕時にはＪリーグのお荷物とも呼ば

れていて財政状況も現在とは比べ物にはならなったとい

う。Ｊ２降格という苦しい出来事もあったがそれを乗り

越え浦和レッズは２００７年にアジアチャンピオンにま

で上り詰めた。フロントと監督、選手そしてサポーター

が一枚岩となって共に闘っていたことが優勝の原動力と

なったのだった。しかし近年、成績不振と観客数の減少

から経営が悪化した。 

【第四章 まとめ・考察】 

 日本はヨーロッパ諸国に比べサッカーの歴史が非常に

浅い。この研究を通し改めてそのことを感じた。サッカ

ーはヨーロッパの人々の日常生活の中に溶け込んでいる。

このことに特に理由はなく生まれた時からそうだったか

らであろう。今Ｊリーグは１００年構想を掲げ「地域に

根ざしたスポーツクラブ」を核として活動をしている。

この活動が継続されれば人々の生活の中にスポーツ、そ

してサッカーが身近なものになる。そしてその結果とし

てＪリーグは発展していくだろう。 


